
95,735 753,642 2,383,027 1,107,950 4,340,354
実績報告上の総事業
（最終）

交流推進課
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国際的な沖縄観光ブランドの確立

～
平成
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H24～25年度 H26年度 H27年度

観光商工部

H28年度

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計業
務

目　標

担当部課名

基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(１)

- - -

- - - -

-

4,340,354

100.0%

1,906,421 886,360 3,472,282
事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

95,735 753,642 2,383,027 1,107,950

Ｂ．執行済額 95,735 753,642 2,383,027 1,107,950

うち
交付金充当額

76,588 602,913

活動目標（指標）

達成状況

H24年度

総事業費

Ａ．予算現額

4,340,354

執行状況の説明

　平成24年度は、設計委託業務発注の予定だったが、建設地が変更となり、土質調査や敷地造成設計が新たに必要と
なったため、次年度に繰り越して実施した。
　平成25年度は、建設地変更に伴い敷地造成設計や施設配置計画、構造等に関する検討等が必要になったことから、予
算を増額し執行した。
　平成26年度は、用地買収の交渉に伴い、不測の日数を要した結果、工事発注が遅れ委託業務及び工事スケジュール
に遅れが生じ、次年度に繰り越して実施した。
　平成27年度は、平成27年12月から平成28年1月にかけて、例年の3倍を記録する雨天の影響で、建設工事工程に遅れ
が生じた。また、用地交渉期間が長引いたことから、進入路整備工事及び現場技術業務も合わせて次年度に繰り越して
実施した。
　平成28年度では、施設建設工事(建築、電気設備、機械設備、外構)及び進入路整備工事が全て完成し、委託業務であ
る建設工事監理委託及び現場技術業務も全て完了した。また、進入路に係る用地取得も全て完了した。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

-

実　績 - 実施設計 - - -

実　績
調査・設計委

託

調査・設計委
託

実施設計委託業務

目　標 - 実施設計 - -

市町村名 宮古島市

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容

観光入域客数が年々増加する中、雨天時の観光客の活動範囲が限られており、より快適な観光振興を推進するため、年間を通して、軽スポーツが
楽しめ、地域の伝統文化に親しむことができる全天候型のスポーツ・伝統文化交流拠点施設を整備した。
【施設概要】
・敷地面積：約41,563㎡(進入路：延長＝460m、幅員12.5ｍ)
・建築面積：約6,068㎡、アリーナ面積：約3,600㎡
・駐車スペース：約500台、収容人員：約5,000人

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【中期的検証事業】

事業名 スポーツ観光交流拠点整備事業

平成

28

■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

沖縄２１世紀ビジョン

用地４筆・面積37,500㎡の買収及び所有権移
転手続き

目　標 - -
用地買収及び
所有権移転 - -

実　績 - -
用地買収及び
所有権移転 - -

建築確認手続き、開発行為申請、林地開発申
請、土壌汚染防止法事業行為通知等手続き

目　標 - -
各種法令申請
手続き - -

実　績 - -
各種法令申請
手続き - -

敷地造成工事及び進入路工事の実施

目　標 - -
敷地造成と進
入路工事の実
施

- -

実　績 - -
敷地造成と進
入路工事の実
施

- -



- - -

事業期間中の
活動目標

施設整備全工事の完了

目　標 - - - -
施設整備全工
事の完了

実　績 - - - -
施設整備全工
事の完了

-

管理実施・完
了

実　績 - - - -
管理実施・完

了

現場技術委託業務

目　標 - - - -

-

実　績
調査・設計業

務
-

事業期間中の
成果目標

- 整備完了 -

実　績 - - -

H28年度

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計業
務

目　標
調査・設計業

務
- - -

成果目標（指標）

進捗状況

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

進入路整備の完了

目　標 -

-整備完了

施設整備１期工事分の完了
建築工事：躯体工事完了、鉄骨・屋根材等発注(進捗率70％)
を目標
電気設備：建築工事１期分に係る整備(進捗率60％)を目標
機械設備：建築工事１期分に係る整備(進捗率50％)を目標

舗装、植栽工事

目　標 - - - -
工事実施・完

成

実　績 - - - -
工事実施・完

成

スポーツ観光交流拠点施設整備(建築工事、
電気設備工事、機械設備工事)
【施設面積】
建築面積：5,912㎡、延床面積：5,847㎡

目　標 - - - 工事実施
施設整備
完了

実　績 - - - 工事実施
施設整備
完了

現場技術管理

目　標 - - - 管理実施 -

実　績 - - - 管理実施 -

進入路整備：工事延長120m、幅員12.5m(空港
前交差点改良含む)、用地買収11筆

目　標 - - - -
工事実施・完

成

実　績 - - - -
工事実施・完

成

施設建設工事監理委託業務

目　標 - - - 監理実施
監理実施・完

了

実　績 - - - 監理実施
監理実施・完

了

進入路整備工事

目　標 - - - 工事実施 -

実　績 - - - 工事実施 -

目　標 - - - 工事実施 -

実　績 - - - 工事実施 -

実施設計に基づく建築確認、開発行為等必須
法規手続きの完了

目　標 - -
建築確認申請、
法規手続き - -

実　績 - -
建築確認申請、
法規手続き - -

敷地造成及び進入路工事の完了

目　標 - -
敷地造成と進
入路工事の完

了
- -

実　績 - -
敷地造成と進
入路工事の完

了
- -

実施設計委託業務

目　標 - 実施設計 - - -

実　績 - 実施設計 - - -

用地所有権移転登記

目　標 - -
所有権移転登

記 - -

実　績 - -
所有権移転登

記 - -



【H２９年度】
・初年度ということで、島内外を含めて施設の認知度を高めるため様々なイベントや事業を実施した。今後も更に認知度を高めるため、施設のＰＲ活動
を実施するとともに、地域のイベント等での活用を呼びかけていく。

【Ｒ１年度】
・地域密着型イベントについては定着化しており、引き続き幅広く市民が利用できる施設を目指していく。また、ＭＩＣＥ事業を活用したeスポーツ大会など
新たなイベントの誘致、社員旅行等の観光と組み合わせた誘客などを含めた施設のＰＲに一層取組んでいく。

【H30年度】
・施設の有効的な利活用を進めて行くうえで、これまで取組んできた誘致活動から繋がった各業界のキーマンとの更なる連携を深め新たなイベントの誘
致や社員旅行等へ向けた施設PRを観光業界と連携して取組んで行く。また、地域密着型のイベント等は継続し子供からお年寄りまて゜幅広く市民が利
用できる施設を目指す。

【Ｒ1年度】
・成果目標とした年間利用者数74,000人に対して77,348人の利用があり目標は達成された。

【Ｒ１年度】
・芸能関連７件、大会・式典７件、講演会・研修会６３件、スポーツ・レクリエー
ション１３１件、その他８３件と昨年同様多岐にわたって利用されるなか、eス
ポーツ大会の利用も新たに２件開催された。

【H30年度】
・施設の利用状況として、スポーツイベント107件、講演会・研修会利用62
件、芸能関連7件、大会・式典6件、その他110件と多岐にわたって利用され
ている。

【H２９年度】
・スポーツ・レクリエーション１１８件、芸能関連７件、大会式典６件、講演会・
研修会４９件、その他６８件

【Ｒ１年度】
・新たにeスポーツ大会の開催を実施し、新たな施設利用のありかたを示
すことができた。今後も継続して定着化を目指す他、更なる施設の利活用
に向けて、ＭＩＣＥ事業の誘致活動についても引き続き継続していく必要が
ある。

【H30年度】
・これまでの利用状況を踏まえ、更に効果的な施設の利活用に向けて新
たに「eスポーツ」の大会誘致やMICE事業の誘致等の活動を継続していく
必要がある。

【H２９年度】
・市民や島外へ施設の認知度を高めるため、各種イベントの開催を実施し
た。次年度以降、年間利用者数の目標を達成するべく、更なる施設の利
活用を検討していく。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

H29年度 H29年度 H30年度
R1年度

目標/発現年度
■
□

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【H30年度】
・成果目標とした年間利用者数74,000人に対して80,565人の利用があり目標は達成された。

【H29年度】
・成果目標とした年間利用者数74,000人に対して72,216人の利用があり目標は達成できなかった。

－ 72,216人 80,565人 77,348人

年間利用者数74,000人

目　標 － － 74,000人 74,000人

－

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

74,000人

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H28年度


